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パイプ閉鎖 を起 したりしないことを意味するt ,クてある。

( 2 )グ ラウ ト材の時水惜実験
目 2

・・r定配合によるグラウ ト材 を、図■2に 示すごと〈,中 アクリパ ィプの下・・rに

秒 ( k - 2 /× / 0 2 )を つめ、 そ ′)上′各種ξ みを変えてクラウ ト材を入オlそ )́上に

査を /α欅 程力 えたのち、そ″)上部ン空Pに ' 1 1圧 を/ 7 1・え、ク
・
ラウ トォォ■部 に

水圧 を任意 におこさせて透水試験 を行つを、 そ :́結果は図θ～ “にォ“ 沖 って

あつ防水効果にハれた性状を示 してぃる。

( 3 )グラゥ ト材の, v縮量限ス繋l t

『
所定“合のグラゥ ト材 を容ポに入れ、こノtを乾煤 l Pにおぃて /′θoて 2′ 時間

放置 し、完全尊燥の状態に した後圧縮 し、容様の変ィビ主を測 定 した。 結果は ,θ

が完全消滅す るとそ″体驀は ,θ %に 収縮す ると考ぇられ る。実際には三中にお

ないので こリオ ーダ _の 収縮 と=定 され る。

2 - 2  圧 廷 案 験
騒 -5

1●― `に 示す実験装置にて、DI出口に抵イiが ぁる場合となぃ場合にも、、て,ン フ

性十、クラウ ト材の時間経過による記菅内での分離、曖ィし、管抵抗の増大槌の実

測 を行った。グラウト材はクニゲル`0、 フラィァッシユタθ、砂 70θ 、丘噺 ば ∫θ、水
`οοを滉合 したものでスランプノ`o2であつた。グラウトボンプはは注[制 御ま二碧シリ

ンダ=(`0傷 9)コ ンクリートボンプを用いた。吐出口のオよ抗 を空気圧により最大 ′陥

もあたえて、ポ
ィ
プ圧迷峙 ,́各点の圧力をメヽ 定 した結果ク2,″ )骨抵抗 を測定 し

素 。とこの配今では管内での分離曖イLは “′時間経過後 t)スとめ られず また時間

経過 |こょる管抵抗の猥t定も図―`に 示す通 りr・l趣とならなかつ た。

2-3 テ ー,しシール実験

,シ
ー'しドの上下左オ蛯行時のクリアラジズの変化ぉょひセグメントタト働の縦様の

日彗いに邁従 t得 るシール材の形状開発のため、 11真=/に示す装置により次の三

替導につぃて各種実輸を行 なつた。

(1)―  タ イプ   内 部 に 空 気 をか け た場 合 とか tすない 場 合

(2. ―  タ イプ   ・ l  上

{3 - タ ィプ _格 子 時 の 摩 率 lt● と '自従 性

結 果 11図 -7に 示 す 導 りて あ りこれ ょ り(3タ ィプ を ´ヽ:― ス と した もの ばFち こ′1に

耐 摩 耗 性 を考 慮 した形 が そ ■ しぃ とオ え て ぃ る^

′  ≠ す び                ‐

親 在 各 魯 常 験 デ ー タ ー を巻 に 、 名古 屋 市 に お け る要 l・l澤 新 設 の や ■,シ ール ドエ事

に於 て シ ー ,しド推
準
と同 時 に 固 化 しない グ ラ ウ ド材 を 用い まP時 事■ グ ラ ウ トェ 法

を実施 してぃ る。濃入率、注入二、ラィニ ングの変形″勤メ■ょびゃ表静沈下等今

て落来ェ法に比 t良 ぃ結果を示 してj・り、■ t〈 |■,」の蛉会 に報告 したぃとオえ

てぃ る。
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